
　　　　

2025 年 3 月 29 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 避難訓練（年１回以上）、節分（豆まき）、夏祭り、ハロウィンイベント、クリスマス会

（別添資料１）

家族支援

連絡帳アプリや送迎時を通して、活動内容や支援方法について伝達・共有を行
う。要望等などがある場合は、必要に応じて個別にて対応します。また、行政
主催の交流会やイベント等が場合も情報配信を行っていきます。

移行支援

学校や相談支援事業所、その他関係機関と連携を図り支援方法を共有し本
人や保護者様が安心して移行できるよう支援していきます。

地域支援・地域連携
・自治体主催の行事等に参加し交流を図ります。
・関係機関主催の研修会や相談会などに参加し支援や連携の強化を図ります。

職員の質の向上
社内・社外研修に積極的に参加し、情報交換・共有を図り障害への理解を
深め支援方法を高めていきます。

支　援　内　容

・日々の検温・手洗い・うがいを習慣づけする事で児童の心身状態の把握し職員間・保護者者との共有を図り支援していきます。
・食事・排泄・着脱や持ち物・道具（遊具）の準備、片付け等を自立して行えるよう支援していきます。

・発達段階に応じて運動遊び（サーキット運動・鉄棒・バランスストーン・等）を用いて体力や運動機能の向上を図ると共に身体を動かす意欲を引き出す支援をしていきます。
・制作やスライム作りなど手指操作や感触遊び等を取り入れ五感に働きかけます。

本
人
支
援

・絵本や絵カードを用いて学習を支援していきます。
・外出を通して買い物訓練を行い金銭知識の習得を行います。また、テーマパーク等への外出なども行い状況に応じた行動調整ができるよう支援していきます。

・ＳＳＴで自分も思いや相手の思いを感じ取ったり、制作活動を用いて他の児童の前で発表したりと自らの言葉で表現できるよう支援していきます。

自分の気持ちを相手に伝えたり、相手の想いを理解したりする事を集団活動を通じて他の児童と楽しく関わる経験を積み協調性を身に付け良好な関係を築けるよう支援していきます。

支援方針
・学習や集団遊び、創作・課外活動等を通してスキル向上が図れるよう支援します。
・「訓練」ではなく「楽しい遊び」であること。「嫌でも頑張る」ものではなく、「楽しいからやりたい」ものをモットーに支援します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
・未就学期から児童の成長に関わり、就学期を共に歩み就労へと繋げることで生活を支援していきます。
・「日常」を感じる場所、日常生活を営む場所であるとと考え、多くの人が集い会話があり笑顔がある場所を提供し共生社会の実現を目指します。

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　RISE 作成日支援プログラム


